
平成 23 年 1 月 6 日（木） 晴れ     

■ニコニコ BOX 

２３名      50,000 円 
累 計    715,000 円 
目標額    130 万円 
達成率     55.0 ％ 

■今週のことば 

たわむれに恋はすまじ 

たわむれにジャンケンはすま

じ 

尾上正弘 

■出席報告 

会 員 数   35 名 
出席対象   35 名 
出席者数   27 名 
出 席 率   77.1% 
前回修正   85.7% 

■次回のプログラム 

1 月 20 日 

岡谷市長新春卓話 
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第 1206 回例会報告 

会長挨拶 
会長 長崎政直

年頭の呟き 
 新年、明けまして、おめでとうございます。年末年始、

全国各地、大雪やら大変だったようですが、諏訪地方

は、穏やかな好天に恵まれ、会員の皆さんも、良いお正

月をおくられただろうと思っています。 

 私は、暮も押し迫った２９日に、長年の友人を無くし

て、彼を送るための諸準備で、ほとんど正月気分にはな

れませんでした。彼の死を含め、何かの因縁と納得して

います。 

 さて、例年、私は一年を振り返って、年頭にブツクサと

呟きます。寒中お見舞いとして皆さんに読んでいただい

ているあの葉書ですが、その呟きをお話します。 

 国内では、政権交代、新しい時代の始まりと期待され

たのですが、前政権と変わらぬ権力争いに明け暮れ、

混沌とするばかりで、国の方向が定まりません。政治家

を含め、私たちの日本の民主主義がこれほど脆弱なも

のだったのかとがっかりしています。 

 行政は、その持っている財政力、経済規模を超えた展

開はありえないのです。２０年前２５０兆円ばかりであった

借金を９００兆円を越える借金に膨らませ、さらに借金し

続けて、子供や孫の世代にツケを回して、安穏としてい

る私達大人の倫理観、価値観を厳しく自己反省しなけ

ればならないと思っています。その借金は、経済対策

と、社会福祉の充実のために多く使われたのです。「こ

のような財政運営が続けられるはずがない」と、かすかに

思いながら、変わらずそうした財政運営をしているので

す。戦後６５年の暮らしぶりの変化を振り返ると、これ以

上まだ何が欲しいのだ！と叫びたくなります。 

 「足るを知って」、ここまで豊にしてくれた親達の世代に

感謝するとともに、後に続く世代への感謝とお詫び、そし

て彼らの未来社会への想像・配慮こそが大事ではない

かと、私はブツブツ呟いています。 

 国外に目を転じますと、北朝鮮の軍事行動、そして、ど

こよりも、中華人民共和国の覇権主義が、日本の脅威、

世界平和の脅威になってきています。北朝鮮に、中華

人民共和国にロータリークラブがあったら、私達でも、も

っと世界平和に向けての民間交流が出来るのに、・・と

いうようなお話をしました。その後、どうしたら良いのだろ

うと考えましたが、妙案が浮かぶはずもなく、身をすくめ

ていたのですが、フランシス・フクヤマという政治学者の

「歴史の終わり」という本を最近読みかじりました。これは

「ベルリンの壁の崩壊・イデオロギーの対立の終了」の

同時期に書かれたものです。 

 彼は、他者を思いやる目線を持った自由な競争社会

であるリベラルな民主主義こそが、世界を平和にする政

治体制だと言っています。そして、その芽は、中華人民

共和国にも芽生え始めているというのです。となれば、

私たちは、中華人民共和国の覇権主義の暴発に備え

ながら、中国のリベラルな民主主義国家への成長を我

慢強く待つしかないだろうと、これもまた、ブツブツ呟い

ているところです。                     

  「他者を思いやる目線を持った自由な競争社会」とは

「もっとも良く奉仕する者、もっとも多く報われる」というロ

ータリー精神の根幹や、仏教における「自利利他相互

円満の考え方」（２５周年のテーマ）と相通じるものだと

思うのです。 

 私たちは、世界に１２２万余の同士を持っています。

個々人では微力ですが、ロータリアンとして、ロータリー

クラブとして、みんなで、地域社会から世界まで、奉仕

の誠を尽くしてまいりたいと思います。 

 最後に、本日の例会は、日夜、下諏訪町のために奮

闘している下諏訪町長 青木悟さんをお迎えしての卓

話です。町長さん、卓話、よろしくお願いいたします。 
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◇幹事報告◇ 
受領文書並びに連絡事項 

① ロータリーの友・ガバナー月信が配布されまし

た。 

② ウィークリー（諏訪 RC・大津中央 RC）を受領致し

ました。（回覧） 

③ 年賀状（第 2 この街学園・宮本貢氏ロータリー

の友元記者・他）を受領致しました。（回覧） 

④ ロータリー米山奨学会より特別寄付金領収書

を受領致しました。免税措置適用となります。証明

書の配布は２月上旬とのことです。 

⑤ 国際ロータリー日本事務局より 小林強会員

宛マルチプル・ポールハリスフェローピンが送付さ

れてまいりました。 

⑥ 第 22 回日本ロータリー親睦ゴルフ大会（3 月 14

日沖縄）の案内がまいりました。（回覧） 

⑦ RID3730 韓国テカンリョン RC からの連絡文書が

ガバナー事務所からメール配信されました。（回

覧）2011 年 2 月 14 日～17 日開催の「2018 冬季

オリンピックサポーターズ」への参加については

各人にて対応願います。 

⑧ 北朝鮮拉致被害者家族連絡会に対する支援金

協力のお願い（RID2650・2560・2730 の 3 地区ガ

バナー連名）がガバナー事務所からメール配信さ

れました。（回覧）理事会にて検討の上 対応致し

ます。 

⑨ ユネスコ寺子屋運動「書き損じハガキ回収」用の

回収かごを受付に準備致しました。新世代活動

委員会事業となります。2 月上旬まで受け付けま

すので御協力をお願いします。 

──────────────────── 
藤井さんがお見えになりました 

久しぶりに藤井敏雄さんがお見え 

になり、大社参拝からお付き合いを 

いただきました。懐かしい友人に会え 

たようなうれしさを感じたのは私だけ 

ではないと思います。 

またニコニコボックスにも沢山ご協力いただきました。 

──────────────────── 

新年大社参拝 

今年も新春恒例 

諏訪大社新年参拝 

が行われました。 

大社神職のお祓 

いを受け、今年 1 

年が良い年である 

ことを心より祈りま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな記念撮影はできないということで、修理中の神

楽殿の周囲に貼られた、神楽殿の写真を印刷した工事

用シートの前で、記念撮影しました。 

写真にすると本当にそれらしく見えます 

──────────────────── 
第 1206 回例会   下諏訪町長新春卓話

担当 クラブ奉仕委員会

今年も新年最初の例会は、下諏訪町長をお迎えし

て、町長新年講話をいただきました。発言の要旨を簡略

にまとめました 

１． 保育園の統合を始めとし、 

再考いただいた 10 カ年計 

画の後半 5 年のスタート、 

儀象堂に観光局を設置し 

観光の在り方を民間的な 

考えを前面に出し強力に 

進めるなど、今年はすべ 

てにおいてスタートの年だ 

と考えてます。気を引き締めてより一層頑張ります。 

２． 赤砂崎は、防災公園に向けて歩みを強く進めたいと

思います。（この問題に関して大変わかりやすい資

料が配られました。お聞きしたところによると、町長自

ら作成したとのことです。今回の講話の中心をなす

重要な課題ですので、別紙としてウィークリー及び諏

訪湖ロータリーHP に再掲載させていただきます。） 

３． 諏訪の合併については、私はもともと推進論者で

す。ゴミ処理場問題を始めもし合併がなされていれ

ばもっと早く解決できた問題も多いと考えます。広域

行政の推進を含め、6 市町村首長とお会いできたと

きは、多くの機会をとらえこの問題をタブー視するこ

となく話題に上げていきたいと考えています。 


